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消
防
本
部
の
沿
革

　

昭
和
41
年
11
月
1
日
、
旧
吉
原
市
、
旧
富

士
市
、
旧
鷹
岡
町
の
合
併
に
よ
り
、
消
防
本

部
・
消
防
署
を
統
合
。
新
た
に
「
富
士
市
消

防
本
部
」「
富
士
市
消
防
署
」
と
し
ま
し
た
。

富
士
市
消
防
本
部
は
吉
原
本
町
に
設
置
し
、

富
士
市
消
防
署
は
、
旧
吉
原
市
消
防
署
所
在

地
を
本
署
、
旧
富
士
市
消
防
署
所
在
地
を
分

署
と
し
て
組
織
し
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
職

員
定
数
1
1
0
人
（
実
員
78
人
）、
専
任
消

防
長
制
の
も
と
に
編
成
し
、発
足
し
ま
し
た
。

　

昭
和
45
年
4
月
、
永
田
町
へ
の
市
庁
舎
の

建
設
と
と
も
に
消
防
庁
舎
を
建
設
し
、
消
防

本
部
・
消
防
署
を
移
転
。
平
成
13
年
3
月
に

は
、
消
防
庁
舎
の
老
朽
化
に
伴
い
、
同
一
敷

地
内
に
消
防
防
災
庁
舎
を
建
設
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
11
月
1
日
、
旧
富
士
川
町
と
の

合
併
に
よ
り
、
庵
原
地
区
消
防
組
合
消
防
本

部
か
ら
消
防
職
員
22
人
を
採
用
。
旧
富
士
川

町
に
西
消
防
署
富
士
川
分
署
を
開
署
し
、
現

在
に
至
り
ま
す
。

 

消
防
の
現
況

出
火
件
数
は
お
お
む
ね
横
ば
い

　

市
内
に
お
け
る
過
去
10
年
間
の
出
火
件
数

は
、
お
お
む
ね
年
間
1
0
0
件
前
後
で
、
大

き
な
変
化
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

平
成
26
年
の
火
災
種
別
ご
と
の
出
火
件
数

は
、「
建
物
火
災
」
が
55
件
、「
車
両
火
災
」

が
9
件
、「
そ
の
他
の
火
災
」
が
27
件
、「
林

野
火
災
」
が
1
件
で
し
た
。

消
防
の
力

特
集絆

で
安
全
・
安
心
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

絆き
ず
な

で
安
全
・
安
心
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

消
防
の
力

　

か
け
が
え
の
な
い
命
や
財
産
を
一
瞬
に

し
て
奪
っ
て
し
ま
う
火
災
や
自
然
災
害
。

そ
れ
は
、
幸
せ
な
日
常
に
突
然
襲
い
か
か

っ
て
き
ま
す
。

　

不
測
の
事
態
に
備
え
、
緊
急
時
に
は
、

い
ち
早
く
現
場
に
向
か
い
、
懸
命
に
活
動

す
る
消
防
士
や
消
防
団
員
。

　

今
回
は
、
地
域
を
守
り
、
命
を
救
う
、

消
防
の
力
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

　

か
け
が
え
の
な
い
命
や
財
産
を
一
瞬
に

し
て
奪
っ
て
し
ま
う
火
災
や
自
然
災
害
。

そ
れ
は
、
幸
せ
な
日
常
に
突
然
襲
い
か
か

っ
て
き
ま
す
。

　

不
測
の
事
態
に
備
え
、
緊
急
時
に
は
、

い
ち
早
く
現
場
に
向
か
い
、
懸
命
に
活
動

す
る
消
防
士
や
消
防
団
員
。

　

今
回
は
、
地
域
を
守
り
、
命
を
救
う
、

消
防
の
力
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。
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平
成
26
年
の
出
火
原
因
ご
と
の
出
火
件
数

は
、「
放
火
、
放
火
の
疑
い
」
が
32
件
で
最

も
多
く
、
次
い
で
「
た
ば
こ
」
が
10
件
、「
こ

ん
ろ
」
が
8
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
出
動
件
数
は
年
々
増
加

　

救
急
の
出
動
件
数
は
、
平
成
17
年
は
年
間

7
4
2
8
件
だ
っ
た
の
が
、
平
成
26
年
に
は

9
3
3
5
件
に
増
加
し
ま
し
た
。
1
日
当
た

り
約
25
件
の
救
急
出
動
が
あ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
救
急
車
の
需
要
は
、
全
国
的
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
の
事
故
種
別
に
よ
る
出
動
件
数

は
、「
急
病
」
が
5
1
1
6
件
で
最
も
多
く
、

次
い
で
「
転
院
搬
送
」
が
1
6
0
9
件
、「
一

般
負
傷
」
が
1
0
4
5
件
、「
交
通
事
故
」

が
9
9
9
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

相
次
ぐ
自
然
災
害
で
も
活
躍

　

消
防
士
・
消
防
団
員
は
、
火
災
や
救
急
の

通
報
が
あ
っ
た
と
き
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
出
動
し
ま
す
。
近
年
、
暴
風
、

豪
雨
、
地
震
、
津
波
、
噴
火
、
地
滑
り
な
ど
、

数
々
の
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

と
し
9
月
に
は
、
茨
城
県
常
総
市
で
鬼き

怒ぬ

川が
わ

水
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
も
、
自

衛
隊
員
や
警
察
官
と
と
も
に
、
現
地
の
消
防

士
や
消
防
団
員
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
。
私
た

ち
の
安
全
・
安
心
な
生
活
の
た
め
、
常
に
備

え
て
い
る
の
が
、消
防
士
・
消
防
団
員
で
す
。

過去10年間の火災の動向〔平成26年 火災統計〕

過去10年間の救急の動向〔平成26年 救急統計〕

出火件数

死傷者数

出動件数、搬送人員及び人口の推移
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■消防署の一日

　

消
防
本
部
で
は
、
現
在
3
1
3
人
の
職
員
が
勤
務
し
て
い

ま
す
。
組
織
と
し
て
は
、
消
防
総
務
課
、
警
防
課
（
救
急
管

理
室
を
含
む
）、
情
報
指
令
課
、
予
防
課
の
4
課
（
1
室
8

担
当
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、消
防
署
は
、中
央
消
防
署
（
臨

港
分
署
、
吉
永
分
署
、
富
士
見
台
分
署
、
大
淵
分
署
）
及
び

西
消
防
署
（
鷹
岡
分
署
、
南
分
署
、
富
士
川
分
署
）
の
2
署

7
分
署
で
消
防
行
政
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
消
防
士
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
業
務
に
よ
り
、
消

防
隊
、
救
急
隊
、
救
助
隊
に
分
か
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
管

理
事
務
を
担
当
し
て
い
る
職
員
も
い
ま
す
。

訓練の様子を映像でもごらんください
（YouTube）
Bhttp://qq1q.biz/oJHk

※緊急通報があったときは、即座に出動します。

消
防
本
部

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
命
を
つ
な
ぐ

市長

消防長

消防次長

消
防
総
務
課

警
防
課
（
救
急
管
理
室
）

情
報
指
令
課

（
富
士
市
・
富
士
宮
市
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
）

中
央
消
防
署

臨
港
分
署

吉
永
分
署

富
士
見
台
分
署

鷹
岡
分
署

南
分
署

富
士
川
分
署

大
淵
分
署

西
消
防
署

予
防
課

8:25 交替準備
8:30 交替

8:35 無線試験・車両・装備の点検、一斉指令試験

9:00 体力錬成（筋力トレーニング、ストレッチなど）

9:30
執務
（予防事務、立入検査、水利調査、
警防調査など）

12:00 昼食及び休憩（交代でとります）

13:00
執務
（放水訓練、救急訓練、救助訓練、
部隊連携訓練など）

17:15 夕食及び休憩（交代でとります）
18:30 署内清掃
19:30 車両点検

19:35

夜間執務
（事務処理、ミーティング、勉強会、
夜間訓練、自主訓練）
※夜間は交代で仮眠をとります。

6:30 車庫・車両の清掃
8:25 交替準備
8:30 交替

富
士
市
・
富
士
宮
市
消
防
指
令
セ
ン
タ

ー
の
開
設
で
消
防
力
を
強
化
・
充
実

　

こ
と
し
9
月
10
日
か
ら
、
富
士
市
・

富
士
宮
市
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
が
富
士

市
消
防
防
災
庁
舎
に
開
設
さ
れ
、
富
士

宮
市
と
の
指
令
業
務
の
共
同
運
用
を
し

て
い
ま
す
。

　

富
士
市
・
富
士
宮
市
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
で
は
、
最
先
端
の
技
術
を
駆
使
し

た
高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
と
消
防

救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
設
備
を
導
入
し
て

い
ま
す
。「
統
合
型
位
置
情
報
通
知
シ

ス
テ
ム
」
に
よ
り
迅
速
に
通
報
場
所
を

特
定
で
き
る
ほ
か
、
G
P
S
機
能
を
活

用
し
た
「
車
両
動
態
管
理
シ
ス
テ
ム
」

に
よ
り
富
士
市
・
富
士
宮
市
の
全
消
防

車
両
を
一
元
管
理
す
る
こ
と
で
、
災
害

に
応
じ
た
最

適
な
運
用
を

行
え
ま
す
。

ま
た
、「
災
害

情
報
共
有
シ

ス
テ
ム
」
に

よ
り
大
規
模

災
害
時
で
も
、

災
害
情
報
を

市
の
災
害
対

策
本
部
と
共

有
す
る
こ
と

で
、
総
合
的
な
対
応
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
火
災
広
報
が
音
声
合
成
に

変
わ
っ
た
こ
と
で
、
火
災
発
生
か
ら
放

送
ま
で
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
消
防
団

の
出
場
も
よ
り
迅
速
に
な
り
ま
し
た
。

消防本部の組織図
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業
務
内
容
／

　

レ
ス
キ
ュ
ー
隊
と
も
呼
ば

れ
ま
す
。
災
害
や
事
故
に
よ

り
危
険
の
迫
っ
た
人
を
救
出

し
ま
す
。
交
通
事
故
や
水
難

事
故
、
山
岳
事
故
で
の
捜
索

な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

地
震
や
洪
水
な
ど
の
災
害
時

に
孤
立
し
た
住
民
を
救
助
し

ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
現
場
に
対

応
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

救
助
用
器
具
を
駆
使
し
ま
す
。

業
務
内
容
／

　

生
命
・
身
体
に
危
機
が
差

し
迫
っ
た
傷
病
者
を
病
院
ま

で
搬
送
し
ま
す
。
救
急
救
命

士
は
、救
急
隊
に
属
し
ま
す
。

通
報
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、

救
急
車
で
駆
け
つ
け
、
必
要

が
あ
れ
ば
、
特
定
の
医
療
行

為
を
行
い
ま
す
。

　

3
業
務
の
中
で
、
救
急
の

出
動
件
数
が
最
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

業
務
内
容
／

　

水
火
災
、
そ
の
他
の
災
害

の
警
戒
及
び
防
ぎ
ょ
を
行
い

ま
す
。
火
災
が
発
生
し
た
際

に
、
現
場
で
消
火
活
動
を
行

っ
て
い
る
の
が
、
消
防
隊
で

す
。

　

ま
た
、
災
害
の
発
生
を
防

ぐ
た
め
、
災
害
が
な
い
と
き

で
も
、
消
防
用
設
備
な
ど
の

点
検
や
消
防
訓
練
の
指
導
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

救
助
隊

救
急
隊

消
防
隊

親身な対応を心
がけています

　災害時に被害
を最小限に抑え
るために、常に
どのような活動
をすればよいか
考えています。
また、火災に遭

多くの人を救う
ため、日々成長

　救急隊は、3
人1組で行動し
ます。瞬時の判
断が必要になる
場面が多くあり
ますが、ほかの
隊員の動きを見

チームワークを
大切に

　救助の際は、
安心してもらえ
るよう、要救助
者への丁寧な声
かけを心がけて
います。また、
救助隊はチーム

われた方は動揺していることが多いた
め、親身になって話を聞くよう心がけ
ています。命は、かけがえのないもの
です。火災を初期段階で抑え、逃げお
くれを防ぐためにも、住宅用火災警報
器や消火器などの設置をお願いします。

て、その場でどういう行動をするのが
一番よいかを常に考えています。また、
救急は病院との連携も大切です。多く
の方の命を救うため、知識を深め、経
験を積み、日々成長していきたいと考
えています。

ワークが大切なため、ほかの隊員の行
動を常に把握するようにしています。
人命を救うためには、少しでも早く現
場に到着しなければなりません。その
ため、緊急車両が通過する際は、道を
譲るなどのご協力をお願いします。

西消防署
警防予防第二担当

寅
とら

澤
ざわ

　政
まさ

巨
お

規
み

中央消防署
救急第一担当

中
なか

坪
つぼ

　絵美

中央消防署 救急第一担当

宇佐美　大介

富士川分署

澤木　直樹

中央消防署 救助第一担当

渡邉　英
ひで

司
し

中央消防署
救助第一担当

後藤　友秀
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東日本大震災 阪神・淡路大震災

緊
急

消
防
援
助
隊

　

「
緊
急
消
防
援
助
隊
」
は
、
平
成
7
年
1

月
に
発
生
し
た
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
の

教
訓
を
踏
ま
え
、
全
国
の
消
防
機
関
相
互
に

よ
る
援
助
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
平
成
7

年
6
月
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
大
規
模
災
害

な
ど
で
被
災
し
た
都
道
府
県
内
の
消
防
力
で

は
対
応
が
困
難
な
場
合
に
、
国
家
的
観
点
か

ら
人
命
救
助
活
動
な
ど
を
効
果
的
か
つ
迅
速

に
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

富
士
市
消
防
本
部
は
、
緊
急
消
防
援
助
隊

静
岡
県
隊
と
し
て
、
5
小
隊
（
消
防
車
両
5

台
）
を
登
録
し
て
い
ま
す
。
平
常
時
は
消
防

本
部
で
勤
務
し
て
い
る
職
員
が
、
緊
急
時
に

出
動
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
4
つ
の
災
害
の

応
援
に
出
動
し
ま
し
た
。

A
ll for one

災
害
時
は
自
助
・
共
助
が
基
本

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
3
回
被
災
地
の
応

援
に
行
き
ま
し
た
。
現
場
で
は
、
潰
れ

た
家
屋
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人
や
、
横

転
し
た
車
内
に
取
り
残
さ
れ
た
人
な
ど

の
捜
索
や
救
助
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、

全
国
か
ら
救
助
隊
が
集
ま
り
ま
す
。
し

か
し
、
到
着
す
る
ま
で
は
、「
自
助
・
共

助
」
が
基
本
で
す
。「
自
分
の
命
は
自
分

で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
地
域

で
助
け
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

被
災
者
の
命
を
救
う
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
隊
長
と
し
て
、
救
助
に
行

っ
た
隊
員
の
無
事
も
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
応
援
に
行
っ
た
災
害
で
は
、

全
隊
員
が
無
事
に
帰
還
で
き
て
安
心
し

ま
し
た
。
隊
員
は
、
お
互
い
の
命
を
預

け
て
救
助
に
当
た
る
た
め
、
強
い
信
頼

関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
に
も
信
用
・
信
頼
さ
れ
、
愛
さ
れ
る

消
防
士
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。 中央消防署 救助第一担当

救助隊長
磯野　貴志

富士市消防本部が緊急消防援助隊
静岡県隊として応援に出動した災害

■阪神・淡路大震災
　平成 7 年 1 月18〜23日
■東日本大震災
　平成23年 3 月11日〜 4 月 1 日
■東京都大島町台風26号災害
　平成25年10月19〜22日
■御

お ん

嶽
た け

山
さ ん

噴火災害
　平成26年 9 月28日〜10月11日
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東京都大島町台風26号災害御嶽山噴火災害

気
に
な
る
こ
と
を
聞
い
て
み
ま
し
た

教
え
て
消
防
士
さ
ん
！

救
急
車
を
呼
ん
だ
の
に
、
消
防
車
も
来

た
の
は
な
ぜ
？

救
急
車
の
出
動
が
重
な
っ
て
い
る
と
き

や
、
高
層
建
物
な
ど
救
急
隊
だ
け
で
は

傷
病
者
の
搬
出
が
困
難
な
場
合
な
ど

に
、
救
急
車
の
要
請
で
、
消
防
車
も
出

動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
、

消
防
ポ
ン
プ
車
（P

um
per

）
と
救
急

車
（A

m
bulance

）
の
頭
文
字
を
と
っ

て
「
P 

A
連
携
」
と
呼
び
ま
す
。
傷
病

者
に
適
切
で
効
果
的
な
救
急
処
置
を
施

し
、
よ
り
迅
速
な
救
急
搬
送
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
く
だ
さ
い
。

深
夜
の
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
を
と
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
？

救
急
車
は
、
法
律
に
よ
り
、
緊
急
走
行

す
る
際
は
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
赤
色

の
警
光
灯
を
点
灯
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
眠
っ
て
い
る
方
に

は
ご
迷
惑
か
と
思
い
ま
す
が
、
と
う
と

い
命
を
救
う
た
め
で
す
の
で
、
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

救
急
車
が
、
人
を
収
容
し
て
か
ら
、
し

ば
ら
く
と
ま
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
？

搬
送
先
の
病
院
を
探
し
た
り
、
車
内
で

応
急
処
置
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

耳
が
不
自
由
な
人
や
、
言
葉
を
発
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
ど
う
や
っ
て

緊
急
通
報
す
れ
ば
よ
い
の
？

フ
ァ
ク
ス
に
よ
る
1
1
9
番
通
報
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
「
N
E

T
1
1
9
シ
ス
テ
ム
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。「
N
E
T
1
1
9
シ
ス
テ
ム
」

に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
障
害
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎（
55
）2
9
1
1　

5（
53
）0
1
5
1

Efu
-syo

u
g

a
i@

d
iv.c

ity.fu
ji.

　

shizuoka.jp

交
差
点
付
近
で
緊
急
車
両
が
近
づ
い
て

き
た
と
き
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
？

交
差
点
に
進
入
せ
ず
、
車
は
で
き
る
だ

け
左
側
に
寄
せ
て
一
時
停
止
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
緊
急
車
両
は
、
安
全
の

た
め
、
交
差
点
付
近
で
一
時
停
止
し
た

り
、
速
度
を
落
と
し
て
進
入
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、
歩

行
者
も
車
と
同
様
に
、
交
差
点
に
進
入

し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

症
状
に
緊
急
性
が
な
く
て
も
、
救
急
車

を
呼
ん
で
も
い
い
の
？

近
年
、救
急
出
動
件
数
の
増
加
に
伴
い
、

重
症
傷
病
者
へ
の
対
応
の
お
く
れ
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
当
に
必
要
と
す

る
人
の
た
め
、
救
急
車
の
適
正
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

Q.Q.

Q.Q. Q.

Q. .A.A

.A.A .A

.A
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消
防
団

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る消

防
団
と
は

　

消
防
団
は「
地
域
の
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

で
す
。
消
防
本
部
・
消
防
署
に
勤
務
す
る
消

防
職
員
が
専
門
の
職
業
で
あ
る
の
に
対
し
、

消
防
団
員
は
各
自
の
仕
事
に
就
き
な
が
ら
、

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
精
神
に
基
づ
き
、
地
域
の
安
全
・
安

心
を
守
る
た
め
、
火
災
な
ど
の
災
害
が
発
生

し
た
と
き
に
駆
け
つ
け
、
活
動
し
ま
す
。

　

山
火
事
や
行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
、
多

く
の
人
手
が
必
要
な
と
き
に
大
き
な
力
に
な

り
ま
す
。
特
に
、
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た

と
き
に
は
、な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

　

ま
た
、
平
常
時
で
も
、
訓
練
の
ほ
か
、
火

災
予
防
活
動
、
特
別
警
戒
、
広
報
活
動
な
ど

に
従
事
し
、
地
域
に
お
け
る
消
防
力
・
防
災

力
の
向
上
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
31
分
団
、
約
8
5
0
人
の
消
防

団
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
活
動

❶
建
物
火
災
が
発
生
し
た
と
き
に
、
消
防
署

と
協
力
し
て
消
火
活
動
を
行
う

❷
台
風
・
大
雨
・
地
震
・
山
崩
れ
な
ど
の
自

然
災
害
の
と
き
に
、
危
険
箇
所
の
警
戒
や

住
民
の
避
難
誘
導
を
行
う

❸
火
災
多
発
期
の
特
別
警
戒
、
訓
練
大
会
な

ど
へ
の
参
加
、
住
宅
防
火
指
導
な
ど
を
行
う

東
日
本
大
震
災
で
も
活
躍

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
2
万
人
近
い
住
民

が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
消
防
団

は
、
み
ず
か
ら
も
被
災
者
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
誰
よ
り
も
早
く
、
真
っ
先
に
災

害
現
場
に
駆
け
つ
け
、
各
種
応
援
隊
が
引
き

上
げ
た
後
も
、
最
後
ま
で
活
動
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
の
消
防
団
の
活
動
は
、
地

域
住
民
に
勇
気
を
与
え
、改
め
て
地
域
の
絆
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
、
消
防
団
が
果
た

し
て
い
る
役
割
の
大
き
さ
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。

昨
年
度
、
女
性
消
防
団
員
が
誕
生

　

近
年
、
少
子
化
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
増
加

に
よ
り
入
団
者
が
少
な
く
な
り
、
新
た
に
消

防
団
員
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
女
性
消
防
団
員
の
数
は
増
加
傾

向
に
あ
り
、
全
国
で
約
2
万
人
の
女
性
の
力

が
輝
い
て
い
ま
す
。
富
士
市
で
も
昨
年
度
、

女
性
消
防
団
員
が
誕
生
し
、
現
在
は
6
人
が

活
躍
し
て
い
ま
す
。

※
消
防
団
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
消
防
庁
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま

す
。

Bhttp://w
w
w
.fdm

a.go.jp/syobodan/

富士市消防団長
村松　茂美さん（厚原） 

地
域
と
の
交
流
を
大
切
に

　

消
防
団
は
、
火
災
以
外
に
も
、
行
方

不
明
者
の
捜
索
や
普
通
救
命
講
習
な
ど
、

地
域
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
と
き
に
活
動

し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
合
わ
せ
、
津

波
や
地
震
な
ど
に
備
え
た
訓
練
も
行
い

ま
す
。
消
防
士
だ
け
で
は
手
の
回
ら
な

い
事
態
に
対
処
す
る
消
防
団
の
活
動
は
、

非
常
に
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

夜
警
の
警
鐘
が
う
る
さ
い
と
苦
情
が

あ
る
な
ど
、
理
解
が
得
ら
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
手
を
振
っ
て

く
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
い
た
り
、
声
を

か
け
て
く
れ
る
方
が
い
た
り
し
て
、
本

当
に
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
団
員
の
確
保
が
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
女
性
消
防
団
員
が
誕
生

し
、
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
若
い
方
は
、
活
動
を
通
し

て
、
職
場
と
家
庭
だ
け
で
は
学
ぶ
こ
と

の
で
き
な
い
、
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。多
く
の
方
の
入
団
を
、

心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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消
防
団
員
に
な
る
要
件
／

　

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
18
歳
以
上
で
、

身
体
の
丈
夫
な
人

富
士
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

　

多
く
の
消
防
団
員
が
被
雇
用
者
の
た
め
、

消
防
団
員
を
雇
用
す
る
事
業
所
に
は
、
消
防

団
活
動
へ
の
理
解
と
協
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
勤
務
時
間
中
の
消
防
団
活
動
へ

の
理
解
や
入
団
促
進
な
ど
、
事
業
所
の
消
防

団
へ
の
協
力
が
社
会
貢
献
と
し
て
広
く
認
め

ら
れ
る
よ
う
、
富
士
市
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
制
度
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

▼
認
定
の
要
件

 

● 

従
業
員
が
消
防
団
員
と
し
て
相
当
数
入
団

　

し
て
い
る

 

● 

消
防
団
活
動
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る

　

認
定
さ
れ
た
事
業
所
や
団
体
に
、
消
防
団

協
力
事
業
所
表
示
証
を
交
付
し
ま
す
。
消
防

団
協
力
事
業
所
表
示
証
は
、
事
業
所
の
敷
地

や
建
物
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
チ
ラ
シ
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
な
ど
に
掲
示
・
掲
載
で
き
ま
す
。

「人を助ける」やりがい

　私は、ことし4月に入団しまし
た。父も消防団員であり、子ども
のころから身近な存在に消防団員
がいて、憧れていました。先輩た
ちはとても頼もしく、強くて優し
い、めり張りのある指導をしてい
ただいています。人を助ける活動
は、やりがいがあります。ぜひ、
一緒に活動しましょう！

役に立つ知識を得られます

　「私でも何か役に立てれば」と
いう思いで入団しました。活動を
通して、知識を得ることができ、
視野が広がります。消防団は、地
域に密着することが大事です。女
性だからこそできることもあると
思います。難しく考え過ぎず、ぜ
ひ多くの人に興味を持ってもらい
たいですね。

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
。

消
防
団
員
募
集

　

地
域
の
安
全
を
守
り
、
安
心
し
た
生
活
を

送
る
た
め
に
は
、
消
防
団
員
の
力
が
必
要
で

す
。
地
域
の
安
全
・
安
心
の
守
り
手
と
し
て
、

消
防
団
へ
の
入
団
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
、
消
防
本
部
消
防
総
務

課
（
11
ペ
ー
ジ
）
ま
た
は
最
寄
り
の
各
消
防

分
団
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〜消防団員メッセージ〜

▲消防団協力事業
　所表示証

消防団16分団

大石　裕
ゆう

子
こ

さん
（横割 2 ） 

消防団24分団

渡邉　博
ひろ

也
や

さん
（天間） 
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消
防
団
ラ
ッ
パ
隊

　

「
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
」
は
、
昭
和
62
年
に

結
成
さ
れ
、
現
在
は
消
防
団
員
23
人
で
編
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
富
士
ま
つ
り
、
消
防
ま
つ

り
、
消
防
出
初
式
、
富
士
山
女
子
駅
伝
な
ど

に
出
演
し
、三
重
巻
ラ
ッ
パ
を
演
奏
し
ま
す
。

　

ラ
ッ
パ
隊
の
演
奏
は
、
も
と
は
「
団
員
へ

の
号
令
や
命
令
、
指
示
の
伝
達
」
を
目
的
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
通
信
機
器
の

発
達
に
よ
り
、
消
防
団
の
規
律
の
維
持
と
士

気
の
高
揚
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
消
防
ま

つ
り
で
は
、「
パ
ラ
ダ
イ
ス
マ
ー
チ
」「
国
旗

に
対
す
る
敬
礼
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
曲
を
演

奏
す
る
た
め
、
毎
週
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

消
防
音
楽
隊

　

「
富
士
市
消
防
音
楽
隊
」
は
、
本
市
唯
一

の
公
設
音
楽
隊
と
し
て
、
昭
和
45
年
、
市
民

の
防
火
思
想
の
普
及
向
上
の
た
め
、
隊
員
27

人
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
広
く
消
防

広
報
を
行
い
、
火
災
予
防
思
想
の
普
及
を
図

る
と
と
も
に
、
市
民
文
化
の
向
上
に
寄
与
す

る
た
め
、
消
防
の
式
典
や
市
の
行
事
な
ど
に

出
演
し
、
演
奏
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
音
楽

隊
は
、
消
防
本
部
の
消
防
隊
員
や
救
急
隊
員

な
ど
、
33
人
で
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

金
管
楽
器
を
主
体
と
し
た
マ
ー
チ
ン
グ
・

バ
ン
ド
で
、
行
進
曲
や
人
気
の
あ
る
曲
を
中

心
に
演
奏
し
て
い
ま
す
。

カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊

　

富
士
市
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
「F

uji R
ed 

F
airy

（
フ
ジ
・
レ
ッ
ド
・
フ
ェ
ア
リ
ー
）」は
、

昭
和
61
年
4
月
に
消
防
協
力
団
体
と
し
て
設

立
さ
れ
、
現
在
は
市
民
9
人
で
編
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
消
防
音
楽
隊
と
と
も
に
、
富
士
ま

つ
り
を
は
じ
め
、
消
防
ま
つ
り
や
消
防
出
初

式
で
華
麗
な
ド
リ
ル
演
技
を
披
露
し
、
市
民

の
防
火
・
防
災
意
識
の
向
上
の
た
め
に
消
防

の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
東
京
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た

自
治
体
消
防
45
周
年
記
念
大
会
や
、
浜
名
湖

花
博
で
の
音
楽
パ
レ
ー
ド
な
ど
全
国
的
な
行

事
に
も
出
演
し
、
平
成
14
年
に
は
静
岡
県
知

事
表
彰
「
地
域
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
善

行
功
労
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

★
新
規
隊
員
募
集
中
!

近
年
、
隊
員
の
減
少
が
続
き
、
少
人
数
で

の
活
動
が
続
い
て
い
ま
す
。

18
歳
以
上
の
女
性
な
ら
ど
な
た
で
も
入
隊

で
き
ま
す
。
練
習
は
、
原
則
毎
週
木
曜
日
の

19
〜
21
時
、
市
役
所
駐
車
場
、
ま
た
は
フ
ィ

ラ
ン
セ
で
行
っ
て
い
ま
す
。

「
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
な
人
」「
興

味
が
あ
る
人
」
は
、
ぜ
ひ
消
防
総
務
課
（
11

ペ
ー
ジ
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
初

心
者
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

消防団ラッパ隊の練習風景
（YouTube）
Bhttp://ur0.xyz/oFK2

カラーガード隊の練習風景
（YouTube）
Bhttp://qq4q.biz/oEaF

消防音楽隊の練習風景
（YouTube）
Bhttp://ur0.xyz/oFJI

消
防
広
報

市
民
と
消
防
の
か
け
橋

本番の演奏・演技は、
「消防まつり」でごらんください！
と　き／11月15日（日）　9：00〜13：30
ところ／市役所駐車場
Bhttp://ur0.xyz/oFKD
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守
り
た
い
も
の
が
あ
る

人
々
の
命

大
切
な
思
い
出
の
つ
ま
っ
た
財
産

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

一
人
一
人
の
強
い
思
い
が
重
な
り

絆
と
な
っ
て

安
全
・
安
心
な
生
活
が

未
来
へ
と
つ
な
が
る
の
で
す

互
助
の
精
神
が
大
切

　

消
防
士
の
「
プ
ロ
と
し
て
の
使
命
」

は
、
有
事
の
際
、
現
場
で
冷
静
か
つ
的

確
に
行
動
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
隊
員
は
毎
日
地
道
に

訓
練
し
、
常
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
人
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
有
事
の
際
は
特
に
、

「
互
助
の
精
神
」
が
大
切
で
す
。
消
防

を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
進
化
し
て
い

ま
す
。
病
院
と
連
携
し
て
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
を
呼
ぶ
、
緊
急
消
防
援
助
隊
と
し
て

全
国
の
消
防
士
を
災
害
地
へ
派
遣
す
る

な
ど
し
て
、
こ
れ
ま
で
救
え
な
か
っ
た

命
を
救
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
世
界
に
誇
る
こ
と
が
で
き
る
、
す

ば
ら
し
い
仕
組
み
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
消
防
職
員
は
、
安
全
・
安

心
を
守
る
た
め
、
時
代
の
変
化
に
対
応

し
、
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
日
々
努

力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

守
り
た
い
も
の
が
あ
る

人
々
の
命

大
切
な
思
い
出
の
つ
ま
っ
た
財
産

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

一
人
一
人
の
強
い
思
い
が
重
な
り

絆
と
な
っ
て

安
全
・
安
心
な
生
活
が

未
来
へ
と
つ
な
が
る
の
で
す

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
消
防
総
務
課

1（
55
）2
8
5
1　

5（
53
）4
6
3
3

E
syoubou_soum

u@
div.city.fuji.shizuoka.jp

富士市消防長
後藤　義明
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太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
エ
コ
カ
ー
や
ご
み
減
量
、
自
然
ク
ラ
フ
ト
な

ど
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
「
環
境
」
を
体
感
で
き
ま
す
。

あ
な
た
に
も
で
き
る
「
環
境
」
に
い
い
こ
と
、
き
っ
と
見
つ
か
り
ま
す
！

と
　
き
／
11
月
28
日
（
土
）
10
時
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ
／
ふ
じ
さ
ん
め
っ
せ

問い合わせ　環境総務課　
155-2902　551-0522

と
　
き
／
11
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
13
時
〜
16
時
30
分

と
こ
ろ
／
ふ
じ
さ
ん
め
っ
せ

シャトルバスのご案内
富士市役所⇔ふじさんめっ
せ間を約10分間隔で運行
※シャトルバス利用者には協
賛品を進呈。

企
業
向
け
セ
ミ
ナ
ー

●
基
調
講
演
「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

と
地
域
創
生
」　
13
時
5
分
〜

講
師
：
山
本
隆り
ゅ
う
ぞ
う三
さ
ん
（
常
葉
大
学
経

営
学
部
教
授
）

●
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
セ
ミ
ナ
ー

　
14
時
30
分
〜

・
全
国
、
県
内
の
先
進
的
な
取
り
組
み

　

紹
介

・
富
士
市
の
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
と
連
携
し

　

た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
築
の
可
能
性

　

調
査
や
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用

　

調
査
な
ど
の
取
り
組
み
報
告

●
環
境
省
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
・
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
事
業
　
成
果
・
進
捗
発
表
会

　
16
時
〜

　

地
下
水
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
の
成
果
報

告
、
地
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
調
査
の

状
況
を
紹
介

※
申
し
込
み
は
、
事
前
に
電
話
で
環
境
総

務
課
（
当
日
は
、
各
セ
ミ
ナ
ー
開
始
時

刻
ま
で
に
直
接
会
場
）
へ
。

　

中
小
企
業
者
向
け
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
事
例
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

富士市環境エネルギー展

富
士
市
環
境
フ
ェ
ア

 第9回

第4回

特
別
展
示

●
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
ゾ
ー
ン

　

水
素
で
動
く
自
動
車
「
Ｍミ

ラ

イ

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
」

へ
乗
り
込
み
体
験
、

水
素
自
転
車
や
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
展
示
な
ど

●
富
士
市
の
公
害
克

服
史
・
こ
ど
も
版

公
害
克
服
史

体
験
・
イ
ベ
ン
ト

●
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
体
験
ツ
ア
ー
（
小
学

生
対
象
）

　

ス
テ
ー
ジ
で
の
実
験
講
座
の
ほ
か
、
ク

イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど
、
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ

の
仲
間
と
一
緒
に
環
境
に
つ
い
て
学
習
し

ま
し
ょ
う
。

※
参
加
希
望
者
は
、
事
前
に
直
接
ま
た
は
電

話
で
環
境
総
務
課
へ
。

●
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
試
乗
会

●
富
士
急
静
岡
バ
ス（
株
）の
お
宝
グ
ッ
ズ
販

売

ス
テ
ー
ジ

●
表
彰
式
　
10
時
10
〜
40
分

地
球
温
暖
化
防
止
ポ
ス
タ
ー
、
ご
み
減

量
・
ポ
イ
捨
て
禁
止
ポ
ス
タ
ー
、
優
良
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

●
〈
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
体
験
ツ
ア
ー
〉
実

験
講
座
　
10
時
50
分
〜
12
時
15
分

・
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ　
の
お
話
や
実
験（
Ｎ
Ｐ

　

Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
し
ず
お
か
）

・
科
学
実
験
シ
ョ
ー
（
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
）

・
使
わ
れ
な
い
木
材
の
活
用
事
例
紹
介

　
　

富
士
ヒ
ノ
キ
の
ま
き
を
利
用
し
て
つ
く

っ
た
「
焼
き
芋
」
が
試
食
で
き
ま
す
（
天

候
な
ど
に
よ
り
、中
止
す
る
場
合
あ
り
）。

・「
だ
っ
く
す
食く

ん
太
く
ん
Nネ
オ
E
O
」
紹
介

　
　

食
べ
終
わ
っ
た
焼
き
芋

　

の
皮
は
「
だ
っ
く
す
食
ん

　

太
く
ん
N
E
O
」
に
あ
げ

　

よ
う
！

●
富
士
市
の
環
境
・
エ
ネ
ル

　
ギ
ー
の
取
り
組
み
紹
介

　
12
時
25
〜
45
分

●
環
境
ク
イ
ズ
大
会
「
環
境
ク
イ
ズ
王
決
定

戦
」　
14
時
10
分
〜
15
時
10
分

®

●
す
ま
～
と
交
換
会

　

ご
家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
の

衣
類
、
玩
具
、
本
な
ど
を
必
要
な
人
に
譲

る
交
換
会
で
す
。

・
使
わ
な
く
な
っ
た
物
を
持
ち
込
ん
で
く
だ

さ
い
（
10
〜
12
時
）

※
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
は
持
ち
込
み
の
対
象
外
。

・
必
要
な
物
を
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り
く
だ

さ
い
（
10
時
～
15
時
30
分
）

・
人
気
商
品
は
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
を
行
い
ま

す
（
11
時
）

●
エ
コ
カ
ー
展
示
・
試
乗
会

●
自
然
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
体
験
（
リ
ー
ス
や

ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
な
ど
）

展
示

●
地
球
温
暖
化
防
止
ポ
ス
タ
ー
展

●
ご
み
減
量
・
ポ
イ
捨
て
禁
止
ポ
ス
タ
ー
展

●
未
利
用
間
伐
材
の
活
用
事
例
展
示

同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト

●
食
育
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト

●
T

−

1
グ
ラ
ン
プ
リ

　
　
決
勝
戦
・
表
彰
式
を
ス
テ
ー
ジ

　

で
行
い
ま
す
（
13
〜
14
時
）。

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

だっくす食ん太くんNEO
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※
市
民
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
か
ら

　

日
程
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
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個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
に
つ
い
て

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
身
分
証
明
書
と

し
て
利
用
で
き
る
顔
写
真
つ
き
の
I
C

ー
ド
で
、申
請
し
た
人
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
方
法
は
、
通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ

れ
て
い
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
顔
写
真
を
貼
付
し
て
郵
送
す
る
方
法

や
、
申
請
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元

バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

読
み
取
っ
て
申
請
す
る
方
法
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

※
被
災
者
や
D
V
等
の
被
害
者
な
ど
で
、

　

住
民
票
の
住
所
以
外
の
場
所
に
住
ん
で

　

い
る
人
は
、
住
ん
で
い
る
市
区
町
村
で

　

申
請
を
行
う
こ
と
で
、
個
人
番
号
カ
ー

　

ド
の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人
へ

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
以
下
「
住
基

カ
ー
ド
」）
は
、
有
効
期
限
ま
で
は
引
き

続
き
利
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
と
重
複
し
て
持
つ
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

交
付
時
に
住
基
カ
ー
ド
は
回
収
し
ま
す
。

・
住
基
カ
ー
ド
に
印
鑑
登
録
証
を
統
合
し

て
い
る
人
に
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

交
付
時
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
印
鑑

登
録
証
を
新
た
に
交
付
し
ま
す
。

・ 

個
人
番
号
カ
ー
ド
や
印
鑑
登
録
証
で
は
、

　

証
明
書
自
動
交
付
機
の
利
用
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
つ

い
て
詳
し
く
は
、「
広
報
ふ
じ
8
月
20

日
号
」
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

ら
ん
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

 

☎
0
5
7
0（
20
）0
1
7
8

　
　

9
時
30
分
〜
22
時
（
土
・
日
曜
日
、

　
祝
休
日
は
17
時
30
分
ま
で
。
年
末
年

　
始
は
除
く
）

　
行
政
経
営
課
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・
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マイナンバーの
通知カードが届きます！

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

　平成28年 1 月から、マイナンバーの利用が始まりま
す。それを受けて、皆さん一人一人にマイナンバー（個
人番号）が通知されます。
　今回は、通知カードや個人番号カードなどについて
お知らせします。

通
知
カ
ー
ド
は
い
つ
届
き
ま
す
か
？

　

通
知
カ
ー
ド
は
、
11
月
初
旬
か
ら
簡
易

書
留
で
世
帯
ご
と
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

配
達
時
に
不
在
の
場
合
は
、
不
在
連
絡

票
が
郵
便
受
け
に
投
函
さ
れ
ま
す
の
で
、

不
在
連
絡
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
郵
便
局

に
連
絡
し
、
再
配
達
な
ど
の
手
続
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
簡
易
書
留
を
受
け

取
る
際
は
、
押
印
ま
た
は
署
名
が
必
要
で

す
。

　

通
知
カ
ー
ド
は
、
個
人
情
報
が
記
載
さ

れ
た
大
事
な
カ
ー
ド
で
す
。
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

通
知
カ
ー
ド
が
届
か
な
い
と
き
は
？

　

通
知
カ
ー
ド
は
、
特
別
な
理
由
を
除
き

住
民
票
の
住
所
に
し
か
送
付
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
住
民
票
の
住
所
と
異
な

る
場
所
に
住
ん
で
い
る
場
合
は
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

通
知
カ
ー
ド
が
12
月
15
日（
火
）を
過
ぎ

て
も
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
、
ま
ず
は

家
族
で
受
け
取
っ
た
人
が
い
な
い
か
ど
う

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
で
配
達
で
き
な
か
っ
た
通
知
カ
ー

ド
は
、
住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
に
返
戻

さ
れ
、
一
定
期
間
保
管
し
ま
す
。

　

返
戻
さ
れ
た
通
知
カ
ー
ド
は
、
市
民
課

（
市
役
所
2
階
）窓
口
で
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
事
前
に
市
民
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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０００００００００００００００００００００００００

・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
  ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
  ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
  ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

平成5年3月31日
3月31日まで有効2026年
セキュリティコード

女

個
人

番
号
カ
ー
ド

1234

個人番号
カード

個
人

番
号
カ
ー
ド

サインパネル領域

※※※※※※※※※※※※※※※※※※
※※※※※※※※※※※※※※※※※※

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲
▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

個人番号　○○○・・・・○○○
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年　　　月　　　日
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年　　　月　　　日

追加ロゴ
予備領域

○○○○○
○○○○○
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生年月日　○年□月△日
性　　別　女
氏　　名　番号花子
住　　所　△県○市□町1-1-1

：

年　　　月　　　日
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追加ロゴ
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○○○○○

1234  5678  9012
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表面

裏面

★

カ

　

引
っ
越
し
や
婚
姻
な
ど
で
、
通
知

カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
記
載

内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
市

民
課
に
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

マイナンバーをかたる不審な
電話、メール、訪問にご注意く
ださい。
不審な点を感じたら、その場
で判断せずに、家族や警察、市
役所などに相談しましょう。

★
く
ら
し
と
市
政
→
く
ら
し
・
手
続
→
通
知
カ
ー

ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
→
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通

知
カ
ー
ド
が
発
送
さ
れ
ま
す
。
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HAPPY
PHOTO’S

我
が
家
の

　
ア
イ
ド
ル茂

しげ

内
ない

 柚
ゆず

希
き

ちゃん（五貫島）
H27 . 5 . 25 生

「うつ伏せが上手にできた
　ときの笑顔がかわいいよ。」

山内 碧
りく

斗
と

ちゃん（瓜島町）
H26 . 6 . 19 生

「お友達いっぱいつくろう
　ね♥」

★
我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
大
募
集
!!

　
あ
な
た
の
子
ど
も
の
写
真
（
顔
全
体

が
写
っ
て
い
る
横
写
真
）と
コ
メ
ン
ト
を

大
募
集
!!
詳
し
く
は
広
報
広
聴
課
ま
で
。

1（
55
）2
7
0
0　

5（
51
）1
4
5
6

Ekouhou@
div.city.fuji.shizuoka.jp

勝又 芽
め

李
い

ちゃん（一色）
H27 . 7 . 8 生

「これからの成長が楽しみ
　だね♥」

　
　

士
川
・
松
野
地
区
を
中
心
に
栽
培
が
盛

　
　

ん
な
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
。
市
内
で
は
、

「
ヘ
イ
ワ
ー
ド
」
と
「
レ
イ
ン
ボ
ー
レ
ッ
ド

®
」
の
主
に
2
品
種
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
れ
か
ら
収
穫
の
時
期
を
迎
え
る

「
ヘ
イ
ワ
ー
ド
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

富
士
市
農
業
協
同
組
合
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

部
会
会
長
の
谷
津
倉
寛
さ
ん
（
木
島
）
は
、

「
約
40
年
前
、
旧
富
士
川
町
で
は
、
ミ
カ
ン

に
か
え
て
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
栽
培
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。苗
木
や
種
か
ら
栽
培
し
、

実
を
つ
け
る
た
め
の
人
工
受
粉
や
、
実
に
直

射
日
光
を
当
て
て
糖
度
を
高
め
る
た
め
の
枝

葉
の
剪せ

ん

定て
い

な
ど
、
手
入
れ
に
は
と
て
も
気
を

使
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

「
11
月
中
旬
か
ら
収
穫
を
行
い
、
12
月
下

旬
以
降
に
出
荷
し
ま
す
。
収
穫
の
目
安
は
糖

度
の
高
さ
。
糖
度
が
高
い
ほ
ど
果
肉
が
濃
い

緑
色
に
な
り
ま
す
。
収
穫
後
、
温
度
2
度
前

後
、
湿
度
80
〜
90
％
の
冷
蔵
庫
で
貯
蔵
し
、

傷
の
な
い
形
状
の
よ
い
も
の
を
出
荷
し
ま
す
。

耳
た
ぶ
く
ら
い
の
や
わ
ら
か
さ
に
熟
し
た
と

き
が
食
べ
ご
ろ
で
す
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
農
業
協
同
組
合
の
産
直
市
や

ス
ー
パ
ー
、
道
の
駅「
富
士
川
楽
座
」な
ど
で

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

富

実の大きさや色合いなどを確
認する谷津倉さん

ビ
タ
ミ
ン
C
が
豊
富
で
、
さ
わ
や
か

な
甘
酸
っ
ぱ
さ
が
特
徴
の

　
　

月
に
開
催
さ
れ
た
「
和
道
会
空
手
道
ワ

　
　

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」女
子
組
手（
13
〜
14
歳

の
部
）と「
第
51
回
和
道
会
全
国
空
手
道
競
技

大
会
」少
年
女
子
組
手
で
、瑞ず

い

空く
う

塾じ
ゅ
く
し至

誠せ
い

道
場

に
所
属
す
る
谷
津
倉
吏
音
さ
ん
が
見
事
優
勝
。

　

「
小
学
2
年
生
の
と
き
に
、
親
戚
が
習
っ

て
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
始
め
ま
し
た
。

中
学
、
高
校
で
は
空
手
部
に
入
り
、
ほ
ぼ
毎

日
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
練
習
は
大
変
で
す

が
、
つ
ら
い
と
き
で
も
笑
顔
で
い
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

「
組
手
は
、
自
分
独
自
の
技
を
編
み
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
技
を
使
っ
て
ポ
イ

ン
ト
が
と
れ
た
と
き
は
本
当
に
う
れ
し
い
で

す
ね
」
と
魅
力
を
語
る
谷
津
倉
さ
ん
。

　

「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
体
格
の
大
き
な

外
国
人
選
手
と
、
全
国
大
会
で
は
一
度
も
勝

っ
た
こ
と
の
な
い
相
手
と
対
戦
し
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
相
手
の
ペ
ー
ス
に
の
ま
れ
な
い
よ

う
、
攻
め
の
姿
勢
で
挑
み
ま
し
た
。
監
督
か

ら
の『
お
前
な
ら
い
け
る
。前
で
攻
め
て
い
こ

う
』と
い
う
力
強
い
言
葉
も
あ
り
、優
勝
で
き

ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
や
世
界
大
会
で
の
再
度
の
優
勝

を
目
指
し
て
頑
張
る
谷
津
倉
さ
ん
の
今
後
の

活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

8

ワールドカップの表彰台に上
がる谷津倉さん

和
道
会
空
手
道
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
5
で
優
勝
し
た

谷や

津つ

倉く
ら

　
吏り

音お
ん

さ
ん

　
　（
木
島
・
静
岡
北
高
校
1
年
生
）            

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
　  

（
ヘ
イ
ワ
ー
ド
）
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暮
お 知 ら せ

富士川ふれあいホールにおける附属 
設備及び備品の利用料金の有料化

市民協働課　155-2701
富士川ふれあいホールでは、平成

28年 4 月 1 日から、舞台設備や照明
設備などの附属設備や備品を利用す
る際には、富士市交流プラザと同様
に利用料金を徴収します。

利用料金など詳しくは、富士川ふれ
あいホールへお問い合わせください。
問い合わせ／富士川ふれあいホール

（月曜日、祝休日、年末年始を除く
9:00〜21:30）　　 　　181-2333岳南広域都市計画の 

変更に関する案の縦覧
都市計画課　155-2786

①岳南広域都市計画区域、②都市計
画区域の整備・開発及び保全の方針、③
区域区分、④臨港地区、⑤神戸地区（用
途地域）の変更に関する案を縦覧します。
と　き／12月 1 〜15日　8:30〜17:15

（土・日曜日は除く）
ところ／市役所 6 階都市計画課（①

〜⑤）、県都市計画課（①〜④）、
田子の浦港管理事務所（④のみ）

※案について意見がある場合は、12
月 1〜15日に意見書を提出できま
す。意見書に住所、氏

ふ り が な

名を記入し、
押印の上、直接または郵送で①〜
④は〒420-8061  静岡県庁都市計
画課、⑤は〒417-8601　富士市役
所都市計画課へ。

※詳しくは県・市ウェブサイトをご
らんになるか、①〜④は県都市計
画課（1054-221-3062）、⑤は市都
市計画課へ。
県ウェブサイト
Bhttps://www.pref.shizuoka.jp/a_content/5_01.html

建築規制の指定に関する案の縦覧

建築指導課　155-2791
岳南広域都市計画区域の変更に伴

い、「建築基準法第22条第 1 項に規
定する区域の指定」及び「用途地域
の指定のない区域内の建築形態数値
の指定」に関する案を縦覧します。
と　き／12月 1 〜15日　8:30〜17:15

（土・日曜日は除く）
ところ／市役所 7 階建築指導課
※案について意見がある場合は、意見

書を提出できます。12月15日cの
17:15（必着）までに、意見書に住
所、氏

ふ り が な

名を記入し、押印の上、直接
または郵送で〒417-8601　富士
市役所建築指導課へ。

※詳しくは、市ウェブサイトをごら
んになるか、建築指導課へ。
Bhttp://fujishi.jp/kurashi/c0301/

富士の麓d
デ

eおとなまつり Vol.6

市民協働課　155-2701
と　き／12月 6 日a　9:30〜15:00
ところ／常葉大学富士キャンパス
内　容／セカンドライフをテーマに

した講演会、ミニセミナー、各種ブ
ースでの体験・展示、音楽会など
対　象／中高年世代とその家族
参加費／500円（昼食の学食代含む）
申し込み・問い合わせ／11月25日d

までに、電話またはFAX・Eメール
に住所、氏

ふ り が な

名、電話番号、チケッ
ト必要枚数を記入し、実行委員会
事務局（一社）まちの遊民社へ�

151-1112　530-6651
Einfo@machi-yumin.com

  母子・父子家庭のための修学資金・就学支度資金をご利用ください

こども家庭課　155-2738
平成28年 4 月に高校、短大、大学などに進学予定で、修学資金・就学支

度資金が必要な母子・父子家庭に対し、資金を貸し付けます。申請は、下
記の親子面接で受け付けます。

親子面接
と　き／12月25日f　10:00〜16:00　ところ／消防防災庁舎 7 階大会議室
対　象／母子・父子家庭の母・父とその子ども
持ち物／必要事項を記入した申請書（申込時に配付）
申し込み／12月 1 日cから面接の予約を受け付けます。直接こども家庭課へ

学校種別 修学資金（月額） 就学支度資金
高校など 1 万8,000円〜 3 万5,000円 15〜42万円

短大、大学など 4 万5,000円〜 6 万4,000円 37〜59万円
※各資金とも、学校種別、公・私立の別、通学条件などによって貸付金額

が異なります。
※就学支度資金の振込日は平成28年 3 月31日e、修学資金の第 1 回振込日は平

成28年 4 月28日eです（合格発表日などにより、変更する場合があります）。

パーソントリップ調査への 
ご協力のお願い

都市計画課　155-2786
将来的な交通計画の策定やまちづ

くりの検討などに活用するため、皆
さん（パーソン）の 1 日の動き（ト
リップ）を把握する調査を実施しま
すので、ご協力をお願いします。
と　き／12月 1 〜 3 日・8 〜10日の

うち 1 日
対　象／無作為抽出された市内約 3

万2,000世帯の人
※詳しくは岳南都市圏総合都市交通計

画協議会ウェブサイトをごらんく
ださい。 Bhttp://www.gakunan-pt.jp

新春プラザ寄席

りぷす富士（富士市交流プラザ）　165-5523
と　き／平成28年 1 月17日a　14:00

開演
ところ／富士市交流プラザ 2 階多目

的ホール
内　容／春

しゅん

風
ぷ う て い

亭柳
りゅうきょう

橋さんと春風亭柏
は く

枝
し

さんによる落語
入場料／500円
申し込み／12月 1 日cの9:00から入

場券を販売します。直接富士市交
流プラザ、富士川ふれあいホール、
ラ・ホール富士へ

11月の教育委員会会議
 11月定例会を開催します 
  （どなたでも傍聴できます）
と　き／11月19日e　13:30〜
ところ／吉永第一小学校多目的室
� 教育総務課　155-2865

富士市議会11月定例会
ぜひ傍聴にお越しください。

と　き／11月25日d 〜（予定）
ところ／�本会議　10階議場傍聴席　 

委員会　 9 階各委員会室
※詳しくは、電話または市ウェブサ

イトで。議会事務局� 155-2878
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募 　 集

市営住宅滝戸団地 
（高齢者等対応住宅）入居者

住宅政策課　155-2817
募集団地／滝戸団地A棟206号室（岩本202）
間取り／ 3 K（ 6 畳、4.5畳、3 畳、K）
家　賃／ 1 万2,800円～ 2 万5,100円
※入居する人の世帯所得によります。
※別途共益費などがかかります。
敷　金／家賃の 3 か月分
資　格／単身または親族 2 人以上で

入居し、満60歳以上の高齢者、ま
たは身体障害者手帳（ 1 ～ 4 級）
の所持者がいる世帯ほか
申し込み／11月20～30日（土・日曜

日、祝休日は除く）の8:30～17:15
に、直接住宅政策課へ

※シルバーハウジングではありません。

富士市家族介護者交流事業 
介護おしゃべりカフェ（無料）

社会福祉協議会　164-4649
と　き／①12月 6 日a　②平成28年

1 月24日a　各11:00〜13:00
ところ／フィランセ東館 3 階 ボランティアルーム
内　容／①心温まるタッチセラピー　
②座りながらできる軽体操

※昼食は用意します。
対　象／在宅で家族を介護している人
定　員／各20人程度
申し込み／①は11月27日f、②は平

成28年 1 月15日fまでに、電話で
社会福祉協議会へ

明るい選挙啓発標語

選挙管理委員会　155-2879
作　品／明るくきれいな選挙の実現

や投票への参加を呼びかける、25
字以内の標語（自作の未発表作品）

※漢字にはふりがなを振ってください。
申し込み／11月30日b（消印有効）

までに、はがきまたはFAX・Eメ
ールに住所、氏

ふ り が な

名、年齢、電話番
号、学校名・学年（学生のみ）、標
語を記入し、〒420-8601　静岡市
葵区追手町9-6　 静岡県選挙管理
委員会へ　　     5054-221-2776

Esenkan@pref.shizuoka.lg.jp
問い合わせ／静岡県選挙管理委員会

1054-221-2050
狩猟免許試験予備講習会・ 

狩猟免許試験の実施について
★狩猟免許試験予備講習会
と　き／平成28年 1 月16日g　9:50

～16:00
ところ／静岡労政会館 6 階ホール

（静岡市葵区）
申し込み・問い合わせ／12月 4 日

fまでに、電話で県猟友会事務
局へ� 1054-253-6427
★狩猟免許試験
と　き／平成28年 2 月21日a　9:00～
ところ／県富士総合庁舎ほか
免許の種類／わな猟、第一・二種

銃猟の 3 種
申し込み・問い合わせ／12月14日

～平成28年 1 月22日に、申請書
に必要事項を記入し、必要書類
を添えて、富士農林事務所森林
整備課へ　　　　　 165-2202

※農作物被害対策としての新規わな
猟免許取得費補助制度があります。
詳しくは農政課（155-2781）へ。

富士市障がい児（者）ふれあい交流事業 
クリスマス会

障害福祉課　155-2761
と　き／12月20日a　13:00～15:00
ところ／JA富士市ホワイトパレス
対　象／市内在住の障がい児（者）と

その家族
※ボランティア・一般の人の参加も大歓迎。
参加費／ 1 人300円（ケーキ、お茶つき）
申し込み／12月 1 日cまでに、はが

きまたはFAX・Eメールに住所、
参加希望者全員の氏

ふ り

名
が な

、年齢、電
話番号を記入し、〒417-0057　瓜
島町145　コーポ栄座104　NＰＯ
法人富士市手をつなぐ育成会事務
局へ� 551-0631 
� Ef-ikuseikai@tulip.ocn.ne.jp

障害者週間記念事業 
「風は生きよという」

障害福祉課　155-2761
と　き／12月 5 日g　13:30～16:30
ところ／富士市教育プラザ 1 階会議室
内　容／人工呼吸器を使用して地域

生活をしている重度障害者に関す
る映画の上映とシンポジウム
参加費／無料（当日直接会場へ）

富士市富士山武道演武会 
〜武道を体験してみよう!! 〜

スポーツ振興課　153-6045
と　き／11月21日g　13:00開演
ところ／市立富士体育館
内　容／合気道、少林寺拳法、空手道、

弓道、剣道、柔道、なぎなた、スポ
ーツチャンバラの演武披露と体験
入場料／無料（当日直接会場へ）

お 知 ら せ

スミドキU
アンダー

-40 
〜受付期間の延長〜

住宅政策課　155-2817
平成26年 9 月に開始した、富士市若

者世帯定住支援奨励金交付制度（スミ
ドキU-40）の受付期間を延長します。
対　象／市外から転入する若者夫婦

世帯で、市外に 1 年以上居住して
いて、夫婦のいずれかが満40歳未
満（申請時点）の世帯
対象住宅／玄関、居室、台所、トイ

レ及び浴室などを備え、みずから
居住する住居
奨励金／住宅取得（新築・購入）70 
　万円、その他、上乗せ加算額があ

ります
受付期間／平成28年 3 月31日eまで
※申請方法など詳しくは、住宅政策課へ。

自衛隊採用制度説明会

市民課　155-2746
と　き／12月 5 日g

ところ／自衛隊富士地域事務所（御
幸町13-5）
申し込み／ 3 日前までに、予約が必

要です。電話で自衛隊富士地域事
務所（151-1719）へ

2016年版　県民手帳 
～好評発売中～

総務課　155-2708
最新の統計データや暮らしの相談

窓口、県内市町のイベント情報「ふ
るさと歳時記」、富士山憲章や県内ご
当地キャラクターなど、仕事や生活
に役立つ情報が満載です。

市内主要書店・セブンイレブンで
お買い求めください。
販売価格／大型版（特装版・通常版）

各700円（税込み）　 
小型版　600円（税込み）

※総務課では販売していません。

夜間納税相談
11月25日D� 17:15〜19:00

収納課　155-2730
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講座・教室各種スポーツ教室 
〜正月太りはこれで解消!! 〜

スポーツ振興課　155-2876
①楽らくシェイプ教室（後期）〜心
身ともに美しく健康になろう!! 〜
と　き／平成28年 1 月 5 日～ 3 月 8 日

の毎週火曜日　9:30～10:45　計10回
内　容／リズムウオーキング、スト

レッチ体操など
対　象／市内在住の60歳未満（平成

28年 1 月 1 日時点）の人
定　員／60人（応募者多数の場合抽せん）
②L

レ ッ ツ

et's美
び

ボディ教室（後期）〜蓄えた
脂肪をじっくり落としましょう〜
と　き／平成28年 1 月12日〜 2 月 9 日

の毎週火曜日　11:00～12:00　計 5 回
内　容／脂肪除去筋力トレーニング、

ストレッチなど
対　象／市内在住・在勤で40歳未満

（平成28年 1 月 1 日時点）の人
定　員／40人（うち託児希望者14人、
　各応募者多数の場合抽せん）
　　・・・・①②とも・・・・
ところ／市立富士体育館 2 階体育室
受講料／1,000円（②託児希望者は1,500円）
申し込み／12月 4 日f（必着）までに、

市ウェブサイトで電子申請するか、
往復はがきに住所、氏

ふ り

名
が な

、年齢、性
別、電話番号、教室名、託児希望者
は子どもの氏

ふ り が な

名・生年月日・性別
（②のみ）を記入し、〒417-8601　
富士市役所スポーツ振興課へ

ロゼシアター公募展「新進アーティ
スト作品展vol.14」作品募集!! 

～A
アート

rt G
ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン

eneration 2016～
ロゼシアター　160-2510

対　象／①県内出身・在住・在学・
在勤の18～35歳（平成27年 4 月 1
日時点）の人 ②県内高校生（平成
27年 4 月 1 日時点で20歳未満の人）
募集作品／平面・立体・映像作品、

インスタレーション
出品料／①1,000円　②無料
申し込み／平成28年 2 月11日e（必

着）までに、応募用紙（ロゼシアタ
ーで配布、ロゼシアターウェブサイ
トでダウンロード可）に必要事項を
記入し、直接または郵送で、〒416-
0953　蓼原町1750　ロゼシアター
「新進アーティスト作品展」係へ 
� Bhttp://rose-theatre.jp

〈作品展（無料）〉
と　き／平成28年 2 月27日～ 3 月

6 日　10:00～18:00（最終日は
17:00まで）
ところ／ロゼシアター展示室

富士発・女
ひ と

と男
ひ と

のフォーラム 
家族の夢を叶える家計術〜家計管理の第一歩〜

多文化・男女共同参画課　155-2724
と　き／12月14日b　10:00～11:40
ところ／フィランセ西館 3 階 団体研修室
講　師／渡辺美惠子さん（ファイナ

ンシャルプランナー）
定　員／15人（応募者多数の場合抽せん）
参加費／100円（資料代）
持ち物／筆記用具、電卓
※託児あり（ 8 人まで）。
申し込み・問い合わせ／11月20日fま

でに、電話またはFAXに氏
ふ り が な

名、電話番
号、託児の有無を記入し、渡辺　方へ

　　  1090-3951-8229　565-3485

りぷす富士　各種教室

温水プール　136-2131　市立富士川体育館　181-2111
教室名 とき 申込先・会場 受付日

①成人水泳教室②小学生水泳
教室③ボディーコンディショ
ニング教室④ヨガ教室⑤親子
水泳教室⑥エアロビクス教室⑦
女性水泳教室⑧スマートボデ
ィーサポート教室⑨心と身体
のためのヨガ教室⑩水中エアロ
ビクス教室

①平成28年 1 月 7 日～ 3 月17日
②平成28年 1 月 9 日～ 3 月26日
③④⑤平成28年 1 月12日～ 3 月15日
⑥⑦平成28年 1 月15日～ 3 月18日
⑧平成28年 1 月16日～ 3 月19日
⑨⑩平成28年 1 月18日～ 3 月28日

温水プール 12月 6 ～
12日

①リラックスヨガ教室②中高
年のための筋力トレーニング
教室③女性のためのジャズダ
ンス教室
※①③は床改修に伴い日程・回
数が変更になる場合があります。

①平成28年 1 月 5 日～ 3 月15日
②平成28年 1 月 6 日～ 3 月 9 日ま
たは平成28年 1 月 8 日～ 3 月11日
③平成28年 1 月 7 日～ 3 月17日

市立富士川
体育館

11月23～
29日

※申込方法、受講料など詳しくは、りぷす富士ウェブサイトをごらんにな
　るか、各申込先へ。� Bhttp://www.fuji-kousya.jp

シルバー人材センター 
ふれあいフェスティバル
と　き／11月23日b　勤労感謝の
日　9:30～13:00
ところ／シルバー人材センター
内　容／作品展、バザー、各種模

擬店、実演コーナーなど
シルバー人材センター� 153-1150

富士市若者相談窓口の愛称決定
若者相談窓口（ここ）から、“こ

・
こ
・

ろ”と“か
・

ら
・

だ”を元気にし、羽ば
たいていこうという気持ちを込め、
愛称を「ココ☆カラ」に決定しまし
た。悩みを抱えている若者やその家
族など、お気軽にご相談ください。
まずはお電話ください。
富士市若者相談窓口「ココ☆カラ」
155-0562（火〜土曜日の 9:00 〜 17:00）

ビジネスチャンスをつかむ! 
データベース活用術

中央図書館　151-4946
と　き／12月19日g　13:30～15:30
ところ／中央図書館 2 階視聴覚室
内　容／起業・経営などさまざまな

ビジネスの場面でデータベースを
活用する術についての講演
講　師／小

こ

出
い で

宗
む ね あ き

昭さん（富士市産業
支援センターf

エフ

-B
ビ ズ

izセンター長）
定　員／80人（先着順）
申し込み・問い合わせ／11月20日f

の9:00から受け付けます。直接ま
たは電話で中央図書館へ

ガーデニングにチャレンジ！ 
〜お正月のハンギングバスケットづくり〜

りぷす富士（公園事業課）　155-3553
と　き／12月12日g　10:00〜11:30
ところ／富士西公園公園センター
対　象／市内在住・在勤の人
定　員／16人（応募者多数の場合抽せん）
受講料／2,500円（材料費含む）
受付期間／11月22〜29日
※申込方法など詳しくは、公園事業課へ。

外
がいこくじん

国人のこども向
む

け 
「ひらがなたまごクラス」（無

む り ょ う

料）
多
た

文
ぶん

化
か

・男
だん

女
じょ

共
きょう

同
どう

参
さん

画
かく

課
か

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

室
しつ

　155-2704
と　き／12月

が つ

6
む い か

日～平
へ い せ い

成28年
ね ん

3 月
が つ

2
は つ か

0日までの毎
ま い

週
しゅう

日
に ち

曜
よ う

日
び

（ 1 月
が つ

3
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日
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の ぞ
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け い

15回
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ところ／富
ふ

士
じ

市
し
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流
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よう
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対
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しょう
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し

月
が つ

に市
し

内
な い

小
し ょ う が っ こ う

学校へ入
にゅう

学
が く

予
よ

定
て い

の外
が い こ く じ ん

国人の子
こ

ども
定
てい

　員
いん

／10人
に ん

程
て い

度
ど

申
もう

し込
こ

み・問
と

い合
あ

わせ／12月
が つ

4
よっ

日
か

f
き ん

までに、直
ちょく

接
せ つ

または電
で ん

話
わ

で国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

ラウンジF
ふ ぃ す

ILS（富
ふ

士
じ

市
し

交
こ う

流
りゅう

プラ
ザ内

な い

）へ� 164-6400
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講座・教室

○納入 期限　11月30日B 
（納入通知書は、11月中旬に郵送します）
○口座振替日　11月30日B

11月の水道料金・下水道使用料　上下水道お客様センター　155-2846

申し込み／直接、市指定金融機関の窓口へ
持 ち 物／通帳・印鑑（届印）・水栓番号（各
世帯配付の「使用水量等のお知らせ」に記載）

〜納入は便利で確実な口座振替で〜

※納入は 2か月に 1度です（地区によって納入月が異なります）。

各地区まちづくりセンター講座　受講生募集！
講座名 学習日・時間など 対　象 申込先（まちづくりセンター） 内容（受講料など） 定員 募集期間

①
実用パソコン講座
〜簡単テクで効率
UP 〜

平成28年 1 月18日〜 2 月
8 日の毎週月・木曜日
13:30〜15:30　計 7 回

市内在住・在学・在
勤の成人でWord2007
以降を使って文字
入力ができる人

鷹岡
〒419-0202
久沢836-1
171-3215

Wordを使って回覧文書などの
作成をする（700円。別途教材
費2,000円）

18人 11月25日
dまで

② 体脂肪コントロー
ルへの道

平成28年 1 月12日〜 3 月
8 日の毎月第 2・4 火曜日
19:00〜21:00　計 5 回

市内在住・在学・在
勤の成人

富士南
〒416-0946 五貫島509
164-3632

プロコーチ直伝！体脂肪をコン
トロールする思考を習得する
（500円）

50人 11月26日
eまで

③ 超初心者限定！
パソコン教室

平成28年 1 月 6 日〜 2 月
3 日の毎週月・水・金曜
日（ 1 月11日は除く）
③10:00〜12:00
④13:30〜15:30
各計12回

市内在住・在学・在
勤でノートパソコン

（Windows7、Word2007
以降）を持ち込みで
きる人（④はある程
度文字入力ができ
る人） 岩松

〒416-0909
松岡837-7
163-5210

パソコンにさわることから始め
ましょう （1,200円。別途テキ
スト代1,400円）

各
12人

12月2日
dまで

④ Word活用術
Wordでチラシやはがきを作成
する（1,200円。別途テキスト
代1,400円程度）

⑤
可愛いキャラ弁
（初心者向け・託
児あり）

平成28年 1 月25日、2 月
8 ・22日の各月曜日
9:30～11:30　計 3 回

市内在住・在学・在
勤で小学生以下の子
どもを持つ親（高校
生を除く18歳以上）

初心者大歓迎！キャラ弁づく
りのちょっとしたコツを学ぶ
（300円。別途材料費1,500円）

⑥
エンディングプ
ラン〜今から終
活〜

平成28年 1 月28日、2 月
4 ・18日の各木曜日　
13:30～15:30　計 3 回

市内在住・在学・
在勤の成人

第二の人生を楽しむために先々の
さまざまな不安を解消する（300
円。別途テキスト代2,000円）

20人

⑦ ティータイムを
楽しもう！

平成28年 1 月20日〜 2 月
17日の毎週水曜日　
13:30～15:30　計 5 回

市内在住・在学・
在勤の成人

須津
〒417-0826
中里1143-1
134-0004

中国茶・コーヒーの入れ方や効
能を学ぶ（500円。別途材料費
2,800円）

12人 12月4日
fまで

⑧
トランポ☆ウォー
ク〜お手軽ウォー
キング〜

平成28年 1 月13日〜 2 月
10日の毎週水曜日
19:30～21:00　計 5 回 富士川

〒421-3305 岩淵121
181-1111

ミニトランポリンの上でウォー
キングしメタボや姿勢の改善を
目指す（500円）

15人
11月24日

〜
12月2日⑨ 基礎から学ぶパ

ソコン講座
平成28年 2 月15日〜 3 月
16日の毎週月・水曜日　
19:00～21:00　計10回

Word・Excelの基本操作を学ぶ
（1,000円。別途教材費が必要） 12人

申し込み／各募集期間に、市ウェブサイトで電子申請するか、はがきを持参または往復はがきに住所、氏
ふ り

名
が な

、年
齢、性別、電話番号、市外在住の人は学校名または勤務先、講座名、⑤の託児希望者は子どもの氏

ふ り

名
が な

・性別・
生年月日を記入し、申込先の各地区まちづくりセンターへ

※全て、応募者多数の場合抽せん。

古代料理レストラン

市立博物館　121-3380
と　き／11月29日a　9:00～14:00
※雨天中止。
ところ／市立博物館工芸棟陶芸室、

広見公園
内　容／縄文人や古代人の道具・か

まどの使い方、つくり方を学び、
彼らが食べていた料理をフルコー
スで楽しむ
対　象／小学生以上（小学生は保護者同伴)
定　員／15人（先着順）
受講料／600円
持ち物／エプロン、軍手、長靴、汚

れてもよい服装
申し込み／11月21日gの9:00から受

け付けます。直接または電話で市
立博物館分館 歴史民俗資料館へ

富士市医師会学術講演会（無料） 
「口腔ケアから感染症予防へ そして人間復活へ」

保健医療課　155-2739
と　き／12月16日d　19:00〜20:30
ところ／フィランセ西館 4 階大ホール
内　容／口腔ケアの重要性と展望に

ついての講演
講　師／米山武

た け よ し

義さん（米山歯科ク
リニック院長）
対　象／市内在住の人、介護関係者、

医師、歯科医師
定　員／200人
申し込み／12月 9 日d（土・日曜日、

祝休日は除く）までに、電話で富
士市医師会事務局へ 　152-3111

はばたきの会講演会（無料） 
「こころのなやみを吹き飛ばそう」

障害福祉課　155-2761
と　き／12月12日g　13:30～15:30
ところ／フィランセ西館 4 階大ホール
内　容／人権や仏教、心の話や、人

を理解したり肯定したりすること
の大切さの話など
講　師／露

つ ゆ

の団
ま る

姫
こ

さん（落語家、僧侶）、
豊
ほ う

来
ら い

家
や

大
だ い

二
じ

郎
ろ う

さん（太
だ い

神
か ぐ ら

楽曲芸師）
定　員／250人（先着順）
申し込み／当日直接会場へ
問い合わせ／はばたきの会　高田　

方　　　　　　 1090-3300-5114

トップアスリートをめざそう！（無料） 
〜子供達の夢を応援します〜

スポーツ振興課　153-6045
と　き／11月27日f　19:00～20:45
ところ／常葉大学富士キャンパス

G101教室
内　容／「精神力」を知ろう！
　〜メンタルトレーニングとは〜
講　師／瀧

た き ざ わ

澤弘光さん（常葉大学富
士キャンパス経営学部准教授）
申し込み／当日直接会場へ
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8日A 長谷川産婦人科医院 53-7575 吉原5 安藤眼科医院 2
（0544）
6-8833 富士宮市 よねやま耳鼻咽喉科医院 53-6885 永田町１ しおざわ整骨院 62-1133 水戸島1

15日A 中島産婦人科医院 51-4188 青島町 なかじま眼科 72-0011 入山瀬 耳鼻科サイラクリニック 9
（055）
35-1133 沼津市 らくらく接骨院 88-1623 松 岡

22日A 宮﨑クリニック 66-3731 松 岡 聖隷富士病院（眼科）52-0780 南 町 里和耳鼻咽喉科医院 23-1133 伝 法 駅南望月整骨院 61-3405 横割本町
23日B 池田産婦人科医院 21-2228 石 坂 なかがわ眼科 2

（0544）
9-6000 富士宮市 芹沢耳鼻咽喉科クリニック 9

（055）
93-8000 裾野市 北 村 接 骨 院 63-7180 宮 島

29日A ロゼレディースクリニック 60-5747 蓼原町 海野眼科医院 30-6260 松 岡 本橋耳鼻咽喉科医院 9
（055）
72-1133 三島市 近 藤 接 骨 院 52-5187 今泉3

と　

き

11月の接骨師会 
休日当直当番

眼
が ん

科
か Ophthalmology

Oftalmolagia

9:00〜17:00

耳
じ

 鼻
び

 科
か Otorhinolaryngology

Otorrinolaringologia

8:00〜17:00

産
さ ん

婦
ふ

人
じ ん

科
か Gynecology＆Obstetrics

Gineco-Obstetrica

8:00〜18:00

柔
じゅう

道
ど う

整
せ い

復
ふ く Bonesetter

Clinica de osteopatia

9:00〜17:00

Available Hospitals in the Holiday
Pronto Socorro em  atendimento fim de semana e feriados11月の休日当直医 救急当直医案内

151-9999

内
な い

科
か

・小
しょう

児
に

科
か

・外
げ

科
か Internal Medicine/Pediatrics/Surgery

Clinica Geral/Pediatria/Cirurgias
歯科医師会館　153-5555
　　　　　　　伝法2850-3
日曜日・祝休日 9:00〜12:00
　　　　　　  13:00〜16:00

歯
し

　科
か Dentistry

Dentistas

Emergency Hospitals
Hospitais de emergencia

救 急 救急医療センター　151-0099　津田217-2
平日19:00〜翌8:00　土曜日14:00〜翌8:00　日曜日・祝休日 9:00〜翌8:00
〈診療上の注意〉必ず保険証とお薬手帳（ある場合）を持参してください。緊急性により診察順
が変わります。投薬は 1 日分です。子どもが受診する場合は、早目の時間帯にお越しください。

第 4 回 市民生活講座（無料） 
「ライフプランから考える家計の見直しとお金の知恵」

市民安全課　155-2750
と　き／12月 4 日f　10:00～11:30
ところ／フィランセ東館 2 階ふくし

体験室・学習室
講　師／大林香

か よ

世さん（金融広報ア
ドバイザー）
申し込み／当日直接会場へ
問い合わせ／富士市消費者運動連絡

会　中川　方� 1080-6909-2318
※託児あり（要予約。12月 1 日cま

でに、FAXに子どもの氏
ふ り が な

名・年齢
（○歳○か月）、保護者の氏

ふ り が な

名、連
絡先を記入し、富士市消費者運動
連絡会へ）。� 552-9414

食生活講座 〜冬の野菜編〜

健康対策課　164-8993
と　き／①11月30日b　②12月12日

g　各10:00～12:30
ところ／①フィランセ西館 2 階調理室
②吉永まちづくりセンター調理室

定　員／①25人②30人（各応募者多
数の場合抽せん）

　　・・・・①②とも・・・・
内　容／野菜がたっぷりとれるメニ

ューの調理実習
受講料／450円程度（材料費）
持ち物／筆記用具、エプロン、三角

巾、ふきん 2 枚
申し込み／①は11月24日c、②は12

月 2 日d（各土・日曜日、祝休日は
除く）までに、電話で健康対策課へ

チャレンジ !! 陶芸

市立博物館　121-3380
と　き／①12月 5・19日②平成28年

2 月13・27日の各土曜日　9:30～
11:30　①②とも 2 回で 1 講座
ところ／市立博物館工芸棟陶芸室
内　容／ 1 回目に成形、2 回目に絵つけ
対　象／小学生以上（小学生は保護者同伴）
定　員／各30人（先着順）
参加費／1,000円（材料費含む）
申し込み／①は11月28日g、②は平

成28年 2 月 6 日gの9:00から受け
付けます。直接または電話で市立
博物館分館　歴史民俗資料館へ

富士市地域防災訓練
12月の第 1 日曜日は「地域防災の

日」です。12月 6 日aを中心に、各
地区自主防災会が訓練を実施します。 
市民の皆さんの参加をお願いしま
す。� 防災危機管理課　155-2715

さわやか健康体操教室（60歳以上対象） 
〜ストレッチ体操、リズム体操、レクリエーション〜

スポーツ振興課　155-2876
会　　場 定　員 と　き 曜日 開講時間

大淵まちづくりセンター 各40人 平成28年
1 月 4 日〜 月

①  9:30〜10:30
②10:45〜11:45

鷹岡まちづくりセンター 60人 　10:00〜11:00
富士北まちづくりセンター 50人 平成28年 1 月 5 日〜 火 　10:00〜11:00

市立富士体育館
60人

平成28年
1 月 6 日〜 水

　  9:30〜10:30

50人 　10:45〜11:45
　※男性対象。

天間まちづくりセンター 各50人 ①  9:30〜10:30
②10:45〜11:45

富士川まちづくりセンター 45人 　10:00〜11:00
富士見台まちづくりセンター

各40人 平成28年
1 月 7 日〜 木

①  9:30〜10:30
②10:45〜11:45須津まちづくりセンター

松野まちづくりセンター 45人 　10:00〜11:00

市立富士体育館 各60人 平成28年
1 月 8 日〜 金 ①  9:30〜10:30

②10:45〜11:45

　　　
※全て計10回、祝休日・休講日を除いて毎週開催。受講料は各1,000円。
対　象／市内在住の60歳以上（平成28年 1 月 1 日時点）の人
申し込み／12月 2 日d（必着）までに、往復はがきに住所、氏

ふ り

名
が な

、年齢、性
別、電話番号、会場名・曜日・開講時間（①・②がある会場は、第 1 希
望、第 2 希望）を記入し、〒417-8601　富士市役所スポーツ振興課へ

※申し込みは 1 人 1 会場。応募者多数の場合抽せん。同じ会場内で人数調整
をする場合があります。

丸火星座観察会（無料）

少年自然の家　135-1697
と　き／①12月 4 日f・② 5 日g、
③平成28年 1 月 8 日f・④ 9 日g　
各19:00〜21:00
ところ／少年自然の家
対　象／市内在住・在勤の親子や家族
定　員／各30人（先着順）
申し込み／①②は11月19日〜12月 2

日 、③④は12月 8 〜27日（ 各月曜
日は除く）の9:00〜17:00に、電話
で少年自然の家へ

※持ち物など詳しくは、少年自然の
家に問い合わせるか、市ウェブサ
イトをごらんください。



平
成
27
年
11
月
5
日
号
（
毎
月
5
日
・
20
日
発
行
） ウェブサイトhttp://fujishi.jp　※t

ツ イ ッ タ ー
witter・F

フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebook・Y

ユ ー チ ュ ー ブ
ouTubeでも情報発信中。

土・日曜日、祝休日も受け
付けます（年末年始除く）

富士市コールセンター

［受付時間］
8:30～18:00

問い合わせは

土・日曜日、祝休日も受け
付けます（年末年始除く）

富士市コールセンター

［受付時間］
8:30～19:00

問い合わせは

土・日曜日、祝休日も受け
付けます（年末年始除く）

富士市コールセンター

［受付時間］
8:30～19:00

問い合わせは

土・日曜日、祝休日も受け
付けます（年末年始除く）

富士市コールセンター

［受付時間］
8:30～19:00

問い合わせは

人　口　256,781人  （前月比 ー110 ）
　　男　126,855人  （ー31）　
　　女　129,926人  （−79 ）
世　帯　102,063世帯（ + 56） 10月 1 日現在
編集・発行　富士市総務部広報広聴課
〒417-8601　静岡県富士市永田町1-100

☎0545-51-0123 50545-51-1456

雫
石

 
通
信

友好都市雫石町か
ら

「雫石の冬」

第5 回

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
平
成
25
年
11
月
1
日

に
友
好
都
市
提
携
を
結
ん
だ
岩
手
県
雫し

ず
く

石い
し

町ち
ょ
う

か

ら
、
旬
な
情
報
を
定
期
的
に
お
届
け
し
ま
す
。

雫石町観光キャラクター
「しずくちゃん」

温
泉
と
ス
キ
ー
を
楽
し
む「
雫
石
の
冬
」

　

雫
石
町
に
は
、
泉
質
も
効
能
も
全
く
異
な
る

11
の
温
泉
が
あ
り
、
山
合
い
の
静
か
な
秘
湯
を

は
じ
め
、
眺
望
自
慢
の
露
天
風
呂
な
ど
多
種
多

様
な
温
泉
が
楽
し
め
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
中

か
ら
、
温
泉
と
ス
キ
ー
の
両
方
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
3
つ
の
温
泉
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
網あ

み

張は
り

温
泉

　

岩
手
山
の
南
麓
に
位
置
し
、
標
高
7
6
0
メ

ー
ト
ル
か
ら
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
見
お
ろ
せ
る
温

泉
で
す
。
泉
質
は
ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉
で
、

打
ち
身
や
捻
挫
、
慢
性
消
化
器
病
な
ど
へ
の
効

能
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、「
網
張
温
泉
ス
キ
ー
場
」

が
隣
接
し
て
い
て
、
冬
は
ス
キ
ー
、
緑
あ
ふ
れ

る
季
節
は
キ
ャ
ン
プ
、
秋
は
紅
葉
が
楽
し
め
ま

す
。
リ
フ
ト
に
乗
っ
て
空
中
散
歩
が
で
き
る
展

望
リ
フ
ト
も
お
勧
め
で
す
。

◆
岩
手
高
原
温
泉

　

岩
手
高
原
ペ
ン
シ
ョ
ン
村
内
の
2
つ
の
ペ
ン

シ
ョ
ン
に
あ
る
温
泉
で
、
関
節
痛
や
五
十
肩
な

ど
へ
の
効
能
が
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
げ
る

貸
し
切
り
浴
場
で
す
。
ま
た
、
近
く
に
あ
る
ス

キ
ー
場「
岩
手
高
原
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
」は
、
初
心

者
で
も
楽
し
め
る
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
雫
石
高
倉
温
泉

　

雫
石
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
内
に
あ
る
温
泉
で
す
。

泉
質
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
化
物
炭
酸
水
素
塩
泉
で
、

神
経
痛
や
筋
肉
痛
な
ど
へ
の
効
能
が
あ
り
ま

す
。
目
の
前
に
あ
る
大
き
な
池
の
水
面
が
露
天

風
呂
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
に
あ
り
、
開
放
感
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
平
成
5
年
に

ア
ル
ペ
ン
世
界
選
手
権
大
会
の
会
場
に
な
っ
た

「
雫
石
ス
キ
ー
場
」
が
隣
接
し
て
い
ま
す
。

消防の取材では、皆さんが一様に
「人や地域のためになりたい」と話し
ていたのが印象的でした。子どもの
将来の夢で選ばれることも多い消防
士。信念を持ち、勇敢に活動する姿
が、子どもたちの純粋な目に、きら
きらと輝いて見えるのだと思います。

どんなことでも、それを支えるため
に懸命に頑張っている人がいます。
「客だから」「仕事だから」やってもら
って当然と思うのではなく、一言「あ
りがとう」と声をかけるだけで、大
変な励みになります。感謝の心を常
に持っていたいですね。（もりもり）

網張温泉

雫石スキー場と岩手山


